
【
安
全
上
の
ご
注
意
】

警
告

！ こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が

死
亡
ま
た
は
重
傷
を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、禁
止
行
為
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。

こ
の
記
号
は
、行
為
を
強
制
し
た
り
指
示
す
る
内
容

を
示
し
て
い
ま
す
。

注
意

！ こ
の
表
示
を
無
視
し
て
誤
っ
た
取
扱
い
を
す
る
と
、人
が
傷
害

を
負
う
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
内
容
、お
よ
び
物
的
損
害

の
み
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。

重 要
本
説
明
書
は
製
品
を
安
全
に
正
し
く
お
使
い
い
た
だ
き
、お
使
い
に
な
る
人
や
他
の
人
へ
の
危
害
や

財
産
へ
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、必
ず
お
守
り
い
た
だ
く
こ
と
を
以
下
の
通
り
表
示
し
て

お
り
ま
す
。表
示
の
内
容
を
よ
く
ご
理
解
し
て
か
ら
本
文
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

寒
暖
差
に
よ
り
低
温
多
湿
の
場
所
で

長
時
間
使
用
す
る
と
LE
D
発
光
部
付
近
に

結
露
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ド
や
本
体
を
油
脂
、ア
ル
コ
ー
ル
、

溶
剤
、薬
品
等
に
触
れ
さ
せ
な
い
。

外
皮
が
浸
食
さ
れ
、感
電
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

金
属
粉
・
切
削
屑
・
溶
接
火
花
等
が
直
接

か
か
る
所
で
使
用
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

日
中
の
車
内
や
直
射
日
光
が
当
た
る
場
所
に

放
置
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
体
に
布
・
紙
な
ど
可
燃
物
を
か
ぶ
せ
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

落
下
さ
せ
な
い
。

ま
た
強
い
衝
撃
や
振
動
を
与
え
な
い
。

絶
対
に
電
池
パ
ッ
ク
の
開
封
･分
解
･

改
造
は
し
な
い

感
電
･火
災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

濡
れ
た
手
で
触
ら
な
い
。

感
電
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
は
防
雨
型
で
す
。

絶
対
に
水
中
で
は
使
用
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

周
囲
温
度
は
0
℃
～
4
0
℃
の
範
囲
で

使
用
ま
た
は
保
管
す
る
こ
と
。

事
故
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

充
電
時
以
外
は
充
電
ポ
ー
ト
の

防
水
キ
ャ
ッ
プ
を
必
ず
閉
め
て
お
く
こ
と
。

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
が
空
の
状
態
で

長
期
間
放
置
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

三
脚
ス
タ
ン
ド
ご
使
用
の
際
は
垂
直
に
設
置
し
、

転
倒
防
止
の
処
置
を
図
る
こ
と
。

可
燃
性
ガ
ス
、燃
料
な
ど
の
近
く
や
高
温
多
湿
、

有
害
ガ
ス
、粉
塵
な
ど
悪
環
境
の
場
所
で
は

絶
対
に
保
管
ま
た
は
使
用
し
な
い
。

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

本
製
品
は
仮
設
用
で
す
。

施
設
照
明
用
途
に
は
使
用
し
な
い
。

長
期
間
で
の
常
設
設
置
は

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

警
告

！

注
意

！

点
灯
中
LE
D
を
直
視
し
な
い
。

ま
た
は
人
に
向
け
な
い
。

め
ま
い
や
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、

目
に
障
害
が
現
れ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

雨
や
直
接
水
が
か
か
る
場
所
で
は

絶
対
に
充
電
し
な
い
。

感
電
･故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

コ
ネ
ク
タ
ー
端
子
部
の
　
　
  を

金
属
製
の
も
の
で
触
れ
た
り

絶
対
に
シ
ョ
ー
ト
さ
せ
な
い
。

＋
－

火
災
･事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

使
用
状
況
に
応
じ
て
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

型
式

詳
細
は
弊
社
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

LB
M

-2
5
0
F

■
専
用
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
パ
ッ
ク
）

長
時
間
使
用
す
る
場
合
の
脱
着
交
換
に
よ
り

作
業
効
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

保
管
用

L
E
D
ジ
ュ
ー
デ
ン
ラ
イ
ト

L
E
D

3
0

ワ
ッ
ト

L
E
D

6
0

ワ
ッ
ト

取
　
扱

説
明
書

こ
の
度
は
、L
ED
ジ
ュ
ー
デ
ン
ラ
イ
ト
を
お
買
い
上
げ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
製
品
の
ご
使
用
に
は
必
ず
本
説
明
書
を
お
読
み
い
た
だ
き
正
し
く
お
使
い
く
だ
さ
い
。

3
0
W
タ
イ
プ
／

LE
F-

3
0
B
型

6
0
W
タ
イ
プ
／

LE
F-

6
0
B
型

防
雨
型

B1
2
4
⑥

3
0
W
タ
イ
プ

LE
F-

3
0
B型

6
0
W
タ
イ
プ

LE
F-

6
0
B型

初
め
て
ご
使
用
に
な
る
前
に

必
ず
充
電
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
1.各
部
名
称
】

【
2
.LED

ラ
ン
プ
に
関
す
る
ご
注
意
】

LE
D
光
源
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、LE
D
光
源
毎
に
発
光
色
・
明
る
さ
が
若
干
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

6
0
W
タ
イ
プ

LEF-6
0
B
型

灯
体

LE
D
発
光
部

ガ
ー
ド
ネ
ッ
ト

3
0
W
タ
イ
プ

LEF-3
0
B
型

前
面
カ
バ
ー

角
度
調
節
ツ
マ
ミ

LE
D
発
光
部

ゴ
ム
製
保
護
チ
ュ
ー
ブ

三
脚
接
続
部（
φ
2
7
）

把
手

LB
M
-2
5
0
型
バ
ッ
テ
リ
ー
用

中
継
コ
ネ
ク
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

単
管
ク
ラ
ン
プ

（
φ
4
8
.6
）

電
池
パ
ッ
ク

3
0
W
タ
イ
プ

LE
D
光
源
が
眩
し
過
ぎ
る
場
合
は
付
属
の

防
眩
シ
ー
ト
を
LE
D
発
光
部
を
覆
う
よ
う

に
し
て
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

3
0
W
タ
イ
プ
は
表
か
ら
貼
り
に
く
い
場
合

は
前
面
カ
バ
ー
を
固
定
し
て
い
る
ビ
ス
を

外
し
、ガ
ー
ド
ネ
ッ
ト
を
取
り
外
し
て
か
ら

前
面
ガ
ラ
ス
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

前
面
カ
バ
ー

固
定
ビ
ス

防
眩
シ
ー
ト

製
品
に
異
常
が
感
じ
ら
れ
る
場
合
は
お
買
い
求
め
の
販
売
店
ま
た
は
弊
社
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

発
売
元

製
造
元

【
10
.仕
　
　
様
】

【
9
.オ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
ツ
】

※
仕
様
は
品
質
向
上
の
た
め
、予
告
な
し
に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

6
.1

φ
2
7

LE
F-

3
0
B

LE
F-

6
0
B

6
.3

3
0
W

高
輝
度
LE
D

6
0
W

高
輝
度
LE
D

照
明
装
置

電
池
仕
様

質
 量

（
kg
）

型
　
式

摘
　
要

点
灯
時
間

（
h
）

充
電
時
間

（
h
）

三
脚

取
付
部

寸
法

定
格
4
8
.1
V
 5
,2
0
0
m
A
h

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

連
続
約
8

約
3
.5

連
続
約
4

本
体
の
み

本
体
の
み

充
電
器
･単
管
ク
ラ
ン
プ

プ
ラ
段
収
納
ケ
ー
ス

防
眩
シ
ー
ト
付
属

顧
客
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
 
01
20
-6
8
6
-8
8
8（
通
話
料
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ht
tp
:/
/w
w
w
.h
at
ay
a.
jp

【
8
.プ
ラ
段
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
】

保
管
･輸
送
に
便
利
な
プ
ラ
段
ケ
ー
ス
付
で
す
。5
段
ま
で
段
積
み
可
能
で
ホ
コ
リ
や
汚
れ
か
ら

製
品
を
守
り
ま
す
。充
電
器
や
予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
も
入
り
ま
す
。

■
本
体
、充
電
器
を
入
れ
る
場
合

■
本
体
、充
電
器
、予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
を
入
れ
る
場
合

本
体

充
電
器

充
電
器

予
備
バ
ッ
テ
リ
ー

本
体



【3.ご使用方法】 【5.電池パックについて】

【6.電池パックの脱着及び交換方法】

【7.電池パックの使用上のご注意】

【4.充電方法】

1

灯体と電池パックをつ
なぐコネクターを取り
外します。

2

4カ所のグリップナッ
トを緩めて矢印方向に
電池パックをスライド
させて、本体から取り
外します。

3 逆の手順で交換する電池パックを取り付けてください。

●グリップナットはしっかりと締め付けて落下しないよう確実に取り付けてく
　ださい。また使用中に緩みが発生したら、増し締めを行ってください。

●コネクターのロックを必ず行ってください。

注 意
！

■各部名称 ■仕様
○定格容量／5,200mAh
○定格電圧／48.1V
○使用温度範囲／0～40℃
○保管温度範囲／0～40℃（推奨温度10～35℃）
○0%～100%充電時間／約3.5時間
　（専用充電器LEF-4902を使用）

■バッテリー残量計表示について（照明スイッチをONにすると表示します）

充電中………バッテリー残量計は点灯しません。

残量計表示の見方

バッテリー残量

照明ON時…緑色LEDにてバッテリー
　　　　  　　残量を表示します。

100%～75%

  75%～50%

  50%～25%

  25%以下

ON

ON

ON

ON

ON

ON

ON

OFF

ON

ON

OFF

OFF

ON

OFF

OFF

OFF

LED1

LED1LED2LED3LED4

LED2 LED3 LED4

残量表示の点灯が残り1つ（黄色）になっ
た時はできるだけ早めの充電をお願い
します。

照明スイッチ
（電源ランプ付）

充電ポート
（防水キャップ付）

バッテリー残量計
ベントフィルタ

防水コネクター
（ロック付）

100% 0%緑 緑 緑 黄

ONにすると
青く点灯します

OFF

ON

使用環境及びバッテリーの状態等により大
きく変化することがありますので、バッテ
リー残量表示は参考目安としてください。

リチウムイオン電池はリサイク
ルすることができます。資源を
有効に活用するため充電式電
池リサイクル業者へお持ちい
ただくか、自治体の指示に従っ
てリサイクルにご協力いただ
きますようお願い致します。
（電池は分解せずそのままお
持ちください。）

先にロックを回
して外します。

右方向に回して
ロックする

切欠部にの形状に
合わせてはめ込む

① ②

●充電は指定の専用充電器のみ使用し、また指定されたLED照明器具だけに使用してください。
●初回使用時は満充電にしてからご使用ください。
●バッテリーを長期間使用しない場合は 残量表示を3つ以上 とし 、  最低半年ごとに1回充電 を行ってください。
●充電は周囲温度10～35℃の範囲で行ってください。
●充電中または使用中に異常加熱や異臭がする場合は速やかに使用を中止し、弊社までご連絡ください。
●充電終了後は充電ポートの防水キャップを確実に閉めてください。
●電池パック保管時、照明スイッチは必ず OFF にしてください。
●電池パックの落下や振動など強い衝撃を与えたり、突き刺して穴をあけるなどの行為は絶対に行わないでください。
●分解･改造は行わないでください。電池パックの開封は厳禁です。
●電池パックは乾燥した涼しい場所で保管してください。（推奨温度0～40℃）

砂袋

砂袋
砂袋砂袋

角度調節ツマミで灯体の上下角度を調節できます。

単管クランプ（φ48.6）を使用して
単管パイプに取り付けられ、首振りも可能です。

単管クランプ

1 別売りの三脚スタンドを使用して
高所照明ができます。3

2
●落下しないよう取
り付けには十分に
注意してください。

●逆さ吊りや横にし
た状態では使用し
ないでください。

灯体を三脚スタンド取
付部に差し込み、締め付
けツマミで抜けないよう
に締め付け、固定してく
ださい。

三脚スタンドに取り付けて使用する場合は安定した地
面に垂直になるように設置し、また屋外使用時で風の強
い日は特に注意し、砂袋等のおもりで十分な転倒防止
の処置を図ってください。 

角度調節ツマミ 締め付けツマミ

●充電は必ず屋内の水やホコリがかからない場所で行ってください。
●周囲温度は10～35℃の範囲で行ってください。（充電中、本体が少し温かくなりますが、異常ではありません）
●充電後は防水キャップをしっかりしめてください。
●充電は必ず付属の専用充電器で行ってください。（他の充電器ではご使用できません）
●バッテリーには寿命があります。

！

フル充電約300回または約2年（使用条件により異なる） での交換をおすすめします。

充電ポート
（防水キャップ付）

照明スイッチを必ずOFFにし
て、充電ポートの防水キャップ
を開けて、DCプラグを差し込
みます。

プラグをコンセントに接続し
ます。

赤点灯……充電中　　緑点灯……充電完了（自動で止まります）

充電を開始すると充電器の電源ランプが赤く点灯します。
■充電表示ランプの状態

LBM-250F型
リチウムイオン電池パック
専用の充電器です。

以下の手順を守って充電してください。

充電器

DCプラグ

電池パック

AC100V電源

電源ケーブル

DCケーブル

1

2

3

AC100V電源
（50/60Hz）

（48.1V/5,200mAh）

充電時は灯体の照明スイッチを必ず
OFFにしてください。ONの状態で充
電しますと、正常に充電されない場合
がありますのでおやめください。

1

3

2

充電表示
ランプ

充電時間
約3.5時間

充電ポート充電ポート必ずOFFにする




